
第２号様式　その1

１　地球温暖化対策事業者等の概要

（１）　地球温暖化対策事業者等の氏名等

（２）　事業所の概要

分類番号

産業分類名

（ ）

建物の使用形態

(1)

(2)

(３)

㎡

㎡

（３）　担当部署

電  話  番  号
ファクシミリ番号

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

電  話  番  号
ファクシミリ番号

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

地球温暖化対策計画書

　建物の延べ面積 10,979

R93

廃棄物処理業

　事業の概要
武蔵野市内から排出される一般廃棄物の処理（中間処理）
可燃ごみの焼却
不燃・粗大ごみを破砕・金属選別後焼却

テナント事業者等
の　　　名　　　 称

業種等

17,000

　主なテナント事業者等の概要
　（テナントビル等の場合に記載）

テナント事業者等
の　　　名　　　 称

テナント事業者等
の　　　名　　　 称

　敷地面積

計 画 の
担当部署

名称

連絡先

CNT-CLEAN@city.musashino.tokyo.jp

0422-51-9194

0422-54-1221

武蔵野市環境生活部クリーンセンター

地球温暖化対策事業者等の氏名
（法人にあっては名称及び代表者又
は管理者の氏名）

武蔵野市　市長　邑上守正

地球温暖化対策事業者等の住所
（法人にあっては主たる事務所の所在
地）

武蔵野市緑町2-2-28

公 表 の
担当部署

名称

連絡先

CNT-CLEAN@city.musashino.tokyo.jp

0422-51-9194

0422-54-1221

武蔵野市環境生活部クリーンセンター

　事業所の名称 武蔵野クリーンセンター

　事業所の所在地 東京都武蔵野市緑町3-1-5

1

事業の
業　種

主たる用途

※部門分類

事業所
の種類

産業 業務

工場 熱供給施設 上水道・下水道施設 廃棄物処理施設

事務所 商業施設 宿泊施設 教育施設

医療施設 文化施設

その他

テナントビル等に該当

その他のサービス業R：公務’他に分類されないもの
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（４）　地球温暖化対策計画書の公表方法

～

アドレス：

閲覧場所：

所在地：

閲覧可能時間：

冊子名：

入手方法：

２　計画期間

年度　　～ 年度

３　温室効果ガスの総基準排出量（工場･事業場の設備等に係るものと自動車等に係るものとの合計）

単位：ｔ（二酸化炭素換算）

合計

2,928

４　地球温暖化の対策の推進に関する基本方針等

単位：ｔ（二酸化炭素換算）

PFC ＳＦ６CH4 N2O

2,928

公表期間

公表方法

平成18年1月1日 平成22年3月31日

８：３０～１７：００

http://www.city.musashino.tokyo.jp

武蔵野クリーンセンター

武蔵野市緑町３－１－５

　武蔵野市では、地球温暖化問題を含む環境問題に取り組む姿勢として、ISO14001に基づく環境マネジメ
ントシステムの認証を平成11年に受けている。
　また、武蔵野クリーンセンター単独で平成12年に認証を受け、取り組みを進めてきている。

17 21

温室効果ガ
スの種類

HFC

総基準排出量

CO2

　温室効果ガスの総基準排出量から、計画削減量を減じたもの

（計画期間の最終年度における温室効果ガスの総排出量の見込み）

温室効果ガスの総排出量の見込み 2,622

（見込みの考え方等）

ホームページで公表

窓口で閲覧

冊子

その他
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５　地球温暖化の対策の推進体制

（２）　事業所における地球温暖化の対策の普及啓発・教育活動

（１）　推進体制

 

　武蔵野クリーンセンターにおける、環境マネジメントシステムと連動して、職員に対する、地球
温暖化問題を含めた環境問題の研修を、年１～２回実施する。
　あわせて、ごみの搬出入業者にも、職員と同様の研修を年１回実施する。
　主要な取引先については、地球環境問題への配慮等をうたった、確認書の提出を求める。

統括マネージャー
　(市環境生活部クリーンセンター所長）

テクニカルアドバイザー
（運転委託会社主任技術者）

推進責任者
（市環境生活部クリーンセンター課長補佐）

推進員
（市環境生活部クリーンセンター主任)

温暖化対策会議
（行政・運転委託会社・メー

カー）

推進員
（運転委託会社 所長）

対策検討指示検討結果報告

助言

実施指示

実施指示（運転関係）

実施指示（施設管理等）
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６　工場・事業場の設備等に係る温室効果ガスの排出の状況

（１）　基準排出量

　　ア　基準排出量の算定方法

（ ）年度

算定方法：（ ）

　　イ　基準排出量 単位：ｔ（二酸化炭素換算）

ＣＯ２ ＣＨ４ Ｎ２Ｏ ＨＦＣ ＰＦＣ ＳＦ６

2,928

（２）　建物の延べ面積当たりの基準排出量の状況(業務部門に該当する場合のみ記載）

７　工場・事業場の設備等に係る温室効果ガスの排出の抑制に係る目標

（１）　目標年度 年度

（２）　計画削減量（率）、目標削減量（率）等

ｔ ％

ｔ ％

ｔ ％

基準排出量 2,928

別紙基準排出量説明資料による

合計温室効果ガスの種類

10.4

計画期間の最終年度 21

306

建物の延べ面積当たり基準排出量 kg/㎡・年266.6

5.8

削減量 削減率

計画削減量及び計画削減率
（基本対策及び目標対策の実施によるもの）

分類

基準年度中に完了した削減対策のうち、目標対策に相
当するものの実施による削減量及び削減率 57 1.9

171
うち目標削減量及び目標削減率
（目標対策の実施によるもの）

過去３か年度(基準年度)の平均

特定年度の値

その他
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８　工場・事業場の設備等に係る温室効果ガスの排出の抑制に係る措置

（１）　基本対策及び目標対策

区分
番号

区分名称
削減量

（ｔ）
削減率
（％）

根拠資料
対策レベル
の修正　※

1
380799

照明設備に係る
その他の削減対
策

水銀灯用安定器の更新改善 10 0.35%
Ｄ１

2
380701

照明設備の運
用管理

照明の適正化による改善 11 0.36%
Ｄ２

3
380752

高輝度放電ラン
プ等効率の高い
ランプの導入

建築設備誘導灯を省エネ型（高
輝度型）への更新 1 0.02%

Ｄ３

4
400201

給湯設備の効
率管理

施設内浴室にシャワーヘッド及
び手洗場に節水コマ採用 0.038

Ｄ４

5
330299

空気調和設備、
換気設備に係る
その他の削減対

空調設備の運用改善（運転時間
の短縮他） 21 0.71%

Ｄ５

6
320102

燃焼設備の効
率管理

焼却炉運転管理の改善（３炉運
転の削減） 25 0.84%

Ｄ６

7
360799

ポンプ、ファン、
ブロワー、コンプ
レッサー等に係

給気ﾌｧﾝ（空調設備）のﾌｧﾝﾍﾞﾙﾄ
を省エネ型へ更新 12 0.40%

Ｄ７

8
360705

ポンプ、ファン、
ブロワー、コンプ
レッサーの保全

白煙防止用送風機の運用改善
（空気量の低減） 7 0.22%

Ｄ８

9
360701

ポンプの運転管
理

投入扉用油圧ポンプの運用改善 4 0.12%
Ｄ９

10
360703

コンプレッサー
の運転管理

焼却設備各コンプレッサの運用
改善（系統の見直し） 34 1.16%

Ｄ１０

11
360799

ポンプ、ファン、
ブロワー、コンプ
レッサー等に係

空調設備各送風機類のインバー
タへの更新 84 2.85%

Ｄ１１

12
360799

ポンプ、ファン、
ブロワー、コンプ
レッサー等に係

空調設備各ポンプ類のインバー
タへの更新 9 0.31%

Ｄ１２

13
360799

ポンプ、ファン、
ブロワー、コンプ
レッサー等に係

焼却設備各送風機類の高効率電
動機への更新 14 0.48%

Ｄ１３

14
360799

ポンプ、ファン、
ブロワー、コンプ
レッサー等に係

焼却設備各ポンプ類の高効率電
動機への更新 10 0.35%

Ｄ１４

15
340599

発電専用設備、
コージェネレー
ション設備に係

余剰蒸気利用にてタービン駆動
ポンプの導入 65 2.21%

Ｄ１５

306 10.3% 　　※指針に掲げる「基本対策」を「目標対策」とした場合にチェックする。

171 5.8%　うち目標削減量（率）

　計画削減量（率）

対策
Ｎｏ

対策の区分 　　　　　　　対策の名称
（建物ごとに選定した場合は、建物の名称も
記載すること。）

備考
削減効果の見込み

対策レベル

基本対策

基本対策（運用）

目標対策

目標対策

基本対策（運用）

目標対策

目標対策

目標対策

目標対策

目標対策

基本対策

基本対策

目標対策

目標対策

目標対策

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類



その6

（２）　基準年度中に完了した目標対策に相当する対策

区分番号 区分名称
削減量

（ｔ）
削減率

(％)
根拠資料

1
329999

ボイラー、工業
炉、蒸気系統、
熱交換器等に

粗大ごみ処理施設の更新による
電力量削減

57 1.96%
D1６

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

57 1.9%　　合計

削減効果の実績

備考
対策
Ｎｏ

　　　　　　　　　対策の名称
（建物ごとに選定した場合は、建物の名
称も記載すること。）

対策の区分

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類

添付書類添付書類

添付書類

添付書類

添付書類
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単位 実績導入量 計画導入量

kWh

kWh

kWh

kWh

単位 実績導入量 計画導入量

ＧＪ

ＧＪ

ＧＪ

ＧＪ

単位 実績導入量 計画導入量

kWh

kWh

kWh

kWh

（２）　その他の取組

削減予定量 ｔ

その他、社員の通勤における削減
対策等

再生可能エネルギーの種類（熱利用）

計

物流の効率化

グリーン調達

廃棄物の削減

概　要　（導入時期、規模、方法等）

概　要　（導入時期、規模、方法等）

概　要　（導入時期、規模、方法等）

取組概要

平成8年に「グリーン購入推進指針」を策定し、環境に配慮した製品の選
択指針を明らかにするとともに、｢環境に配慮した製品選択ガイド」によ
り、取り組みを進めている。また、平成9年には「再生紙使用推進に関す
る事務取扱要領｣を策定し、印刷製本に際し原則として再生紙の利用を定

種類

事項

テナント事業者等への還元のための
措置

計

（3）　再生可能エネルギーの導入に係る措置

　　ア　再生可能エネルギーの導入に係る考え方

　　イ　再生可能エネルギーの導入計画及び前年度末における導入実績
　　　　（事業所内で設備導入を行うものに限る。）

９　事業所内で実施する温室効果ガスの排出の抑制に係るその他の措置
（１)　事業所における再生可能エネルギーの環境価値の保有

計

再生可能エネルギーの種類（発電）
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１０　自動車等に係る温室効果ガスの排出の状況等

（１）　自動車等に係る温室効果ガスの基準排出量

　　ア　基準排出量の算定方法

（ ）年度

算定方法：（ ）

　　イ　基準排出量 単位：ｔ（二酸化炭素換算）

ＣＯ２ ＣＨ４ Ｎ２Ｏ ＨＦＣ ＰＦＣ ＳＦ６

（２）　自動車等に係る温室効果ガスの排出の抑制に係る目標及び措置

　　ア　目標年度

年度

　　イ　自動車等に係る削減目標

　　ウ　自動車等に係る削減対策

区分番号 区分名称 現状 目標

　　エ　その他

温室効果ガスの種類

対策導入率等

合計

基準排出量

削 減 効
果 の 見
込量（ｔ）

対策の区分
備考

計画期間の最終年度 21

対策
Ｎｏ

対策の名称

過去３か年度(基準年度)の平均値

特定年度の値

その他
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１１　事業所外で実施する温室効果ガスの排出の抑制に係る措置

削減見込量 419 ｔ－ＣＯ２

　 導入予定量 ㎡

削減見込量 ｔ－ＣＯ２

導入予定量 ㎡

１２　事業所内で計画期間前に完了した温室効果ガスの排出の抑制に係る措置（８（２）以外のもの）

他の事業所で
実施する削減対策

植林、緑化等

その他

上記以外で、他の事業
者、消費者等の温室効果
ガスの排出の抑制に寄与
する取組等

事項

当事業者の蒸気をH15年～市庁舎に供給。
H19年～防災センター増設、蒸気供給拡大を計
画。(
公立小中学校への太陽光発電設備の設置（計
206kw規模）

他の事業所で
実施する削減対策

取組概要

№１、２、３高圧復水器ファンのインバータ化
ボイラーブロー冷却装置
№１，２，３誘引送風機インバーター化

その他
公共交通機関の整備（ムーバスの運行）とパークアンドライド事業の推進
　　ムーバス運行6ルート、年間利用者約190万人

都
内
で
実
施
す
る
措
置

地域住民、消費者、
民間団体等と協働し
て実施する削減対策

植林、緑化等

地域住民、消費者、
民間団体等と協働し
て実施する削減対策

住宅向けの太陽光発電設備設置助成制度
　　平成14～16年度で計約300kwの太陽光発電設備設置

環境に配慮した事業活動参加届出制度「グリーンパートナー」
　平成15･16年度届出件数54件

都
外
で
実
施
す
る
措
置
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１３　温室効果ガスの排出の抑制に係る措置の計画状況に関する自己評価

（１）　温室効果ガスの排出の抑制に係る措置の計画状況

　　ア　工場・事業場の設備等に係る削減対策

「基本対策」をすべて計画化

　

　　イ

「目標対策」を計画化

その他の削減対策

「自動車等に係る削減対策」を計画化

「事業所内で実施するその他の削減対策」を計画化

「事業所外で実施する削減対策」を計画化

（２）　地球温暖化対策計画書の内容に関する説明

　当施設は、市街地の中の清掃工場として、計画・建設段階から市民･周辺住民のニーズに応えるべく、
さまざまな対応をとってきている。例えば、ごみ焼却排気ガス処理への湿式ガス洗浄装置の採用のよう
に、地域環境対策に配慮した結果、地球温暖化対策上は不利になる対応もあるが、可能性･実効性のある
と考えられた環境対策は積極的に進めてきた。
　直近の地球温暖化対策としては、平成15年度には粗大ごみ処理施設の更新を行い、処理プロセスの改
良を行っており、これを基準年度中に完了した目標対策に相当する対策としている。
　しかしながら、当施設も稼動後既に22年度目に入り、建替え計画の検討に着手したところである。
　そのような状況下で、地球温暖化対策として、新たに投資して行う対策の効果を発揮できる年数は限ら
れており、省エネ効果が期待できる対策についても、その効果で費用が回収できる期間的余裕が少ない。
そのことは、対策を実施するために必要となる新たな機器の製作・工事・廃棄に伴う温室効果ガスの発生
も本来は無視できなくしている。
　当計画の期間中における対策措置としては、注入するエネルギーや投資額が過大にならず、実効性があ
り、実現の可能性の高いものを積み上げた内容のものである。

　なお、地球温暖化防止を目指した対策としては、隣接する武蔵野市庁舎への蒸気供給を平成14年度よ
り開始し、今後増設される防災センターへの供給も予定しており、これらにより、総体としての地球温暖
化対策に貢献するものと考えている。しかし、これらがサイト外であるということで、当計画に計上して
いない。実態としては市庁舎も当施設も同じ主体（市長）が設置管理しており、当施設内には市庁舎の他
の部局や市の会議室も設置され、市庁舎の別館の機能を有している。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


